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	オンラインセミナー／アーカイブ配信  8月24日(月) 開催
	《 作業手順・管理基準を現場で定着させるための指導ポイントとトラブル対策 》
	GMP教育担当者向け 現場実務者の 「正しい指導法」
	本セミナーは、新人教育やOJTの担当者の方を対象に、GMP実務に必要な智恵（知行合一：知識だけでは不十分であり、経験して初めて知識になる）をお伝えする講座です。 「品質は、現場で作りこむ」 この考えを軸に、三現主義（現場・現物・現実）に基づいたGMP的な思考・行動を、次世代の現場実務者へどのように伝えるかを解説します。机上の作業だけでは、製造業もGMPも本質を理解することはできません。 かつて日本の医薬品業界は、トヨタ生産方式（TPS）に学び、5S・改善・小集団活動・なぜなぜ分析を実践してきました。しかし最近は、CAPA［是正処置・予防処置］やPDCAといった考え方のもと、海外から指導を受ける立場になりつつあります。このような横文字の言葉や仕組みを導入するだけで満足するのではなく、現場で実践できる本物のGMP対応力を取り戻すことが重要です。 日本製医薬品の将来は、決して安泰とは言えません。だからこそ、教育担当者・OJT担当者である皆さまと共に、現場から品質文化（クオリティーカルチャー）を再構築する。その一助となることを、本セミナーの目的としています。
	期待される効果
	GMP知識と関連法令・業界の将来像 監査に対応する現場管理（巡回） 現場QC/QAの仕事（外資系での事例） D‐OODA手法の推奨
	曽根 孝之（そね たかゆき）講師
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